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5年前から始まった第二次スーパーサイエンスハイスクール (SS H) の研究テーマとして、社会科では第

一次に継続する「科学者の社会的責任を考えるJを掲げた。また、プロジェクト研究においても昨科学者の社

会的責任を考える』授業づくり Jを掲げた。 2008・2009年度は広島で実習を行い、原爆の学習を通して科学者

の社会的責任を考えた。昨年からは新たに水俣で、実習を始めた。本報告は、昨年にひき続いて行われた今年の

水俣実習の記録で、ある。

キーワード:フィーjレドワーク 科学者の社会的責任水俣水俣病社会科学習ゼミナール

1 はじめに

昨年度の「科学者の社会的責任j を考える水俣実習

は、こちらの期待通り、生徒にとって大きな経験とな

った。今年も昨年に続いて、水俣で、実習することを企

画していく中で、留意したのは、準備段階での学習の

進め方や事後のまとめ方をさらに工夫することで、あっ

た。昨年度は幸い、「水俣・明治大学展Jが開催された

ため、生徒の体験を伝える場が確保できたが、今年は

ないため、代わりに校内での機会を利用することとし

た(後述)。本報告では、昨年度との柁違点に焦点を当

てながら、今年度の実習の報告と今後にむけての課題

について述べる。

2 高2ゼミナーん

f水俣から呂本を考えるJ(大野新)

2.1 実習までのゼミ実施概要

本校の高校 2年生を対象としたゼミナールは、土曜

日を使い、 6月以降年間 7回設定されており、 l回につ

いて 3"'-'4時間が使える。今年の選択者は 7名だ、った。

昨年も報告したように、水俣で、の実習を考えた時、

まず中学 1年時の学習の内容をどのくらいベースにで

きるかを考えた。しかし、実際に生徒から話をきくと、

何らかの関心をもって本講座の選択をしたが、 i宇i学校

の侍学習した具体的な知識はあまり残っていなかった。

したがって、今年も水俣に!謁する学習から再びはじめ

ることにした。

以下、全 10回(臨時もふくむ)授業の実習までの内

容について述べる

第 1田:ガイダンス・水俣に関する総合的学習

(1) (6 J3 1 1日〉

本ゼミナールの概要を説明し、各受講者からの講座

選択の動機を聞いた。

水俣病に関する学習としては、 4冊のテキストを準

備した。①『水俣病小史』 高峰武編熊本B日新開

社②『証言水俣病』栗原彬岩波新書③スーパー

サイエンスハイスクール 総合講座講演記録集

2006年 3月 筑波大附属駒場高校④昨年度の実習

報告書である。①は熊本学癒大学の水俣学ブックレツ

トの一冊である。水俣病の歴史がまとめられている。

編者の高峰氏には実習最終日にインタビューをするこ

とができた。②は本校で、行っている SSH  (スーパー

サイエンスハイスクール)事業の一環として実施した

講演会にもお呼びした栗原彬氏の著作である。具体的

に患者さんの証言が記録されておりよいテキストとな

った。加えて、最近の水俣に関する新聞記事を配布し

た。中で、も原田正純先生の水俣病の経験を 3.11東日本

Discussing the social responsibility of the scientists in the classroom what was Minamata， and how 

should we teach it? 
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大震災の対応にどのように活かすかについてのロング

インタビュー(朝日新聞 5月 25日)が非常に参考に

なった。

続いて、今年のスケジュールの概要を示した。昨年

は初めてのことだ、ったため、スケジューノレを屈めるの

に時間がかかったが、今年は昨年の経験をふまえて、

おおまかな行動計画はあらかじめ決めておくことがで

きた。昨年との変更点は出水市の農家訪問を断念した

ことである。昨年は最終日に出水市の農村宿泊体験を

組み込んでよい経験としたが、今年は参加人数が少な

いことから実施をあきらめた。

第2沼:水俣に関する総合的学習(2)

(6月 25日〉

この日は 4時間を使い、 1回目の続き(水俣に関す

る学習)と、夏の実習の計画づくりを行った。まず昨

年5月 10日に放送された NNNドキュメント'10r未
来への診断書水俣病と原田正純の 50年Jを視聴した。

実習で実際に原田先生に会うことが決まっていたので、

生徒は熱心にみていた。続いて『水俣病小史』を使っ

て水俣病の歴史を簡単にふりかえった。今年の受講生

には高校から入学した生徒が 2名おり、中学校で、の水

俣の学習を経験していないためポイントをおさえなが

ら行った。

後半は、実習の準備を行った。まず生徒各人に水俣

病で関心のあることがらについて発表させた。国の対

応、チッソの労働者、医学の対応、差別、マスコミ、

持続可能な開発などさまざまなものがあがった。しか

し、この時点ではまだまだ深い問題意識は持っていな

かった。そこで、新たな資料として、朝日新聞でちょ

うど連載がはじまった「ニッポン人脈記一水俣は問い

かけるJを配布した。このシリーズは一定の社会的な

課題に関わった人々の人脈記である。記事に登場する

人物の多くは故人となっているが、人のイメージを持

つことができたと思われる。

第 3'"'"'5毘:実習準備 (7月中に 3回〉

正規の授業時間とは別に 3回ほど集まって 8月のフ

ィーノレドワークにむけた準備を行った。今回の実習の

コーディネートをお願いした環不知火プランニング、か

ら訪問が可能な方々のリストが送られてきたので、そ

れを検討しながら訪問先を決めて行った。決定した訪

問先には質問票を送付した。中学校からの生徒は中学

2年・ 3年でフィールドワークを行った経験があるの

で、実務的な面で、の不安は少なかった。

3 水銀翼留報告(大野新包富u務大輔)

3. 1 襲習の事費要

日程:2011年8月8S (月) ~8 月 11 S (木)

行き先:熊本県水俣市および熊本市

ヲi率教員:大野新・宮崎大輔

参加生徒:高校2年生6名(1名欠席)

引率2名

3.2 おもな行程

1呂田午前熊本空港経由空路水俣入り

午後 涼田正純先生による水俣学講座

2日目午前親水護岸、百関排水口見学

水俣病資料館見学

午後 斑別フィーノレドワーク(1 ) 

水俣市民に聴く(班行動)

①水俣病患者・家族の方々 2名

②相思社

3沼田午前 斑別フィーノレドワーク (2) 

水俣市民に聴く(班行動)

午後 チッソ水俣工場

4日目午前熊本日日新聞社訪問

午後 熊本空港経由空路帰京

3・3 生徒が記録した実習報告

実際の実習内容については、生徒の報告書をもとに、

おもな訪問先とそこでの聴き取り内容を紹介する。(昨

年と同じ訪問先は害IJ愛した。一部表現を修正した。)

1日目午後

1)水俣学講座 原田正純先生

於:熊本学園大学水俣現地研修センター

プロフィーノレ:熊本大学医学部を卒業し、水俣病と

有機水銀中毒について患者とともに研究をつづけた。

水俣病の最も近くで研究を続け、水俣病研究の第一人

者。現在最も水俣病に関して詳しい人の一人で、ある。

1960 東京にインターン中に水俣のビデオを見て、

水俣lこ帰る

1961 初めて水俣に来る「なんて空と海のきれいな

町なんだろう j

長い間、動物実験に使用する動物たち、ネコ、ネズ

ミ、ウサギ、ニワトリ、 ドジョウの世話をしながら原

因解明に協力、患者側の視点にたっての研究を続ける。

そのほか三池炭鉱に関する研究者でもある。

1.公害の原点

有史以来、人間は火を使い始めてから一酸化炭素中

毒と、水銀を利用し始めたローマ時代からは水銀中毒

とも向き合ってきた。しかし、環境汚染と食物連鎖を
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経た中毒というのは人類史上初であり、ノ¥ンター・ラ

ッセルの発表した労働者の中毒についての論文は世界

的に注目された。「胎盤を毒物が通過したJということ

が確認されたことも世界初で、あった。毒物は胎盤を通

過しない、地球上に残る生物は子孫を生き残らせてき

た。しかし有機水銀はその胎盤を通過してしまった。

これはそれまでの常識からではありえないことで、あっ

たため、ほとんどの藍者は当初頑として認、めようとし

なかった。

2.水俣病の歴史

水俣病発見のレポートは 1956年 5月1日に伝染病

の疑いがあるとして保健所に提出された。これが公式

に水俣病の発見の日とされている。「生きる人形の告

発j と呼ばれる同じ症状の姉妹が二人で病院に運び込

まれ、しかも向じような症状の患者が次々に運び込ま

れたためだ。しかし水俣湾を中心にアチコチに発病し

た伝染病だとしたら同心円上に段々と遠くに広がって

いくはずなのにそうで、なかったため、伝染病ではない

ということは専門家にはすぐに分かつた。だがその情

報は住民には正しく伝わらず、伝染病患者は近づくな

と言われたり、口を抑えながら家の前を通り過ぎる村

民たちに傷ついたりしたこともあった。

もともと日本は豊かな自然と四季があり、豊かな海

が育まれる土地である。中でも美しい自然に屈まれた

不知火海ではその豊かな自然の中で当時は魚、と芋が常

食であった。今ではデコポンと甘夏が特産となってい

るが、海産物もまだまだ多く捕れる。そのため村民が

全体で感染した。水俣は豊かな海と共に生きる村であ

ったのだ。漁師は自分たちが伝染病であるとi噂になっ

て記者が来るとニュースになり、熊大の先生が来ると

病気と診断される。自分の体調がおかしいと分かつて

いてもそうなると魚が売れなくなり、家族を養うこと

ができなくなるので「記者はくるな 熊大の先生もく

るなJという張り紙をするほどで、あった。さすがにお

かしいと調査を始めたところ、ヘドロ、魚介から、ま

た患者の髪や臓器からさらには狂ったネコのl院まから

水銀が検出された。ネコに水銀を含む泥を与えてみた

症状が町で発狂した猫の行動と一致したため、水銀中

毒であることが分かつた。

当然水銀の出所がどこであるかについての調査が始

まったが、不知火海に水銀がたまっているということ

しか分からなかった。というのもチッソは水俣の看板

であり誇りであったため、チッソの「自分たちは水銀

など出してはいなしリという言葉を疑うことすらしな

かったからだ。

3.胎児性水俣病

「兄は水俣病、弟は脳性j森、庫j であるとしづ母親が

いた。水俣病は魚を食べて起きる病気なのだから、生

まれっき症状が出ているなら水俣病で、はないのではな

いか、ということらしい。しかし母親は同じだけ食べ

た夫が死に、妊娠した私は大丈夫だ、ったのだから「子

供が毒をもらってくれたjからなのだ、と直感的に感

じていた。しかし医者達は胎盤を毒は通過しないとい

う常識や定説に捕らわれ、取り合わなかった。

原田さんはその意見を取り上げ、世紀の大発見とな

るのではないかと考え、患者を呼び出して診察を始め

た。だが、診察に来るとその日の日当を受け取ること

ができない等患者から苦情を受け、自分が家をまわる

ことになった。結果、このような状況下の患者の家を

見て、どのような生活をしているかを目の当たりにし

て衝撃をうけることとなった。

湯堂をまわると小児 10人、 JJ台9r.7人が同じ症状に

苦しんでいたが、 J]会盤を毒は通過しないという常識の

ため、水俣病だと証明ができなかった。

そこで同一症状なのだから同一原図であろう、とい

う結論を出すーに至った。 水俣病の被害が疑われる胎児

の全員に時期・地域が水俣病と一致すること、また家

族に患者がいて母親が妊娠中に魚介類を多食、母親に

軽い水俣病が見られるとし¥う共通項があることの発表

をしようとしたが、村が騒然としている、時期が悪い

などの理由から取り下げられた。

それから「誰かが死ねば(それを解剖することで)

原因が分かるj としづ噂がささやかれるようになって

いた中、しばらくして患者の一人が死亡し、その体を

解剖してみると胎児性の水銀中毒、胎盤を通過したと

判明し、皮肉にもその酷いうわさは現実となってしま

った。そして実験により、有機水銀が胎盤を通過して

体に害を与えていたことが分かつた。また、このとき

メチル水銀が海で、拡散し、食物連鎖中に濃縮したとい

うことも分かつた。

それを他の教授が発表すると原因さんも後を追うよ

うに発表した。

この発表をうけ、チッソは騒ぎになるのを恐れて見

舞金3万/年を患者に渡した。患者はこのことを報告に

来たが r(年に) 3万円もらえることになりましたjと

いった患者に対して原田さんは r(月に) 3万円か、よ

かったで、すねj と答えた。 3万円は当時貧国のどん底

にいた漁師には大金だ、ったのだ。

その後現在に至るまで裁判を繰り返し、認定制度等状

況は改善されているものの完全な解決には至っていなし 10
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4.今後の課題

水俣病問題は終わっていない

①実態の解明

原因-魚、原図物質-有機水銀

「たしかに魚、が原因であろう、その何が原因か分か

らなし¥から魚全てを禁止することはできなしリという

のが毘の主張で、あったが、分からなし 1からこそ全部禁

止にするべきだ、った。エイズ事件とは血清の使用にお

いて治療エイズ患者の血液を使い感染した事件で、あっ

たが、これも同じような理由で起こった。このような

理論では食中毒なども防げず、目先の不利益ばかりに

気を取られ、結果多くの人の命を奪ってしまうことに

なる。

無機水銀は心臓、消化管、胃腸、骨随にたまるが胎

盤を通過しないため人体に悪い影響は与えられない。

それに対し有機水銀は子供の脳や神経、脊髄にたまり、

胎盤を通過したため人体に悪い影響をおよぼしてしま

った。

!ヨ本独自の風習として、へその緒を保管する、とい

うものがある(他に台湾、フィリピン、マレーシア、

インドネシアにもあるらししす。保存してあるへその緒

に水銀がたまるのでは?と考え、水銀値を調べたとこ

ろ、非常に高い水銀値が測定された。もし有機水銀が

胎盤を通過するかどうかで議論しているときにこのこ

とに気づいていれば簡単に証明できたのに、と悔やん

だらしい。「子宮は環境の縮図なのだ。だから環境汚染

が汚染されれば子宮も汚染され、子供たちへとそのし

わ寄せがいくのだ。Jというのが原田先生の言である。

水俣では生態系に与える被害を軽視して干潟を埋め

立てた。この時、微生物を食べる魚その魚を食べる魚

そしてその魚を食べる魚......と連鎖してし 1くO 一見ど

うでも良い、いらない、どうせ大丈夫だと思うものが

根本的なつながっているのではないか。

実態の解明にあたり研究チームがつくられた。タミ

ヤ委員会という名で熊大を代表し厚生省の研究班とし

て報告書を書くはずで、あったのに「大事件だから国家

的なレベノレでJ大型の研究班に新たに「格上げjすると

いうことで解散させられてしまった。国家レベルでとい

うのはおかしく、元に金を送るのが正しいのでは?

②被害者救済

国は最高裁で責任を認めているが、はたして責任を

とっているだろうか?手帳を渡して医療費は工面して

いるが、すでに50年もたったことで、対応が遅ーすぎる。

新潟でも同じような事件がおきた。 昭和電工鹿瀬工

場が排出した有機水銀が原因で、ある O

) 11魚が原因だったため、海魚が原因で、あった水俣病

よりは被害者は少なかった。

このときに県全体として妊娠規制をかけて胎児が生

まれないようにおろしたが、一人だけ生まれた子供が

水俣病らしき症状を出した。一人だけで、あったため普

通に小児性麻痘患者が生まれる可能性もあるから胎児

性か分からないため、熊本に連れてきて診断してみる

と、やはり胎児性水俣病で、あった。今でも言葉はでき

ないがノミソコンは{吏うことができる。

この事件で、は被害者の視点にたった迅速な対応がと

られた。現地の人の気持ちを考え専門知識を持たない

ノ¥から見た専門家、事件全体に対する意見を考えると

いうのは大事なことだ。原田先生も行政も1主論も当時

は妊娠制限としづ迅速な対応について評価した。しか

し妊娠制限という対応は障害をもって生まれることは

不幸だと決めつけてしまっていることになってしまう。

障害者は生まれるな、ということではいけない。

水俣病を戦後すぐくらいに発病している人がいる可

能性も高いが、細かい調査をしなかったせいで今では

もう証明できない。また、朝鮮(満洲)にも同じ工場

があったことから、そこでも同じ被害がある可能性も

ある。そういう人たちは今の制度で、は水俣病だ、と判断

されることはない。また、被害者が被害者だと知らず

に差別し、その後症状にさいなまれ、患者として病院

にいく、とうこともままある。患者同士の感情的な問

題もある。

食事制限がかけられた後も漁民が魚、を食べることは

止められなかった。貧乏で他に食べるものがないとい

うのもあるが遠いところ対岸などの話は入って来ず、

情報もない流通も悪いということで危1動惑がなく話す

ら知らない人もいたほどで、あった。

③今後の課題環境-福祉

アセトアルデヒドの生成中に有機水銀が生成される

ということは専門家なら誰で、も知っている。事実の使

い方が重要であるということだ。それまでの常識、チ

ッソへの憧れが事実の判明を遅くした。腐らせた魚、の

アミンや戦争で、海に沈んだ不発弾が水俣病の原因で、あ

るとまことしやかにささやかれた持、専門家には全く

証明されていない根も葉もない噂だということが分か

るが、「東工大の教授が発表したJというだ、けで、マスコ

ミは事実として公表し、人々にはそういうものだと伝

わってしまう。

最近の研究は分化が進みすぎていて専門の知識には

詳しくなっても他が分からない研究者が多すぎる。当

時研究者はあれだ、けニュースになればチッソが水銀の
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排出をやめると、また患者は水俣病のことを理解して

いると思い込んでいた。水俣病は思い込みや専門のこ

とのみを考える研究者の性が被害を大きくしてしまっ

た話もある。多くの研究者は知っていることだから調

べない、という風に考えてしまうが、新たな視点が必

要である。専門家は専門家で、知識を集めつつ、他の面

でまとめる人が必要なのだ。その両方は不可能である、

自分の認識が全てではないという認識が重要である。

なまじ社会との関わりがあるが故に誤解してしまうの

が医者としづ職業だが、そうしづ風にたこつぼに入ら

ず、全体を術l敵することも重要である。

放射線についても完全に安全とは言えないまでも同

じではないか。 3月 11日に起きた地震に関し、専jヨIJ家

が「放射能は海で薄まるから大丈夫j としづ発言をし

たが、これは水俣から全く学んでいないと憤りを隠せ

ない。たしかに 1度は薄まるが食物連鎖を経て濃縮さ

れてヒトに還ってくることは十分に考えられる。そう

し¥った水俣の教訓を全く無視した内容だったからだ。

原田先生は 40年前に書いた自分の本はまだ古くなっ

たとは思わないという。水俣の本質はあまり変わって

ないのかもしれない。 (まとめ:小津)

2日目午前

2)案内者とともに水俣を歩く

1.親水護岸

閉そから国道 3号線沿いの!日道を走り、しばらくする

と、川を橋でわたる。

だが、ここは)11ではなく、昔は海だ、った場所だ。こ

の橋を渡った先は、ヘドロの埋め立て地となっている。

橋から下を見下ろすと、エイなどの魚が泳いでいるの

が見え、海水だ、ということが分かる。

さて、埋め立て地に入ると、きれいに整備された公

園になっている。しばらく走ると、右手に林が見えて

きた。奥の林は、昔からある陸地。一方、道を挟んで

手前側は、ヘドロの埋め立て地だ。先ほどの橋から埋

め立て地に入ったが、自転車で 5分ほど走れば、かつ

ての対岸についてしまった。とはいえ、埋め立て地は

東西方向に長く広がっているので、面積は広い。
ヶ

シ

地面の Ffこは、大量のヘドロが埋まっている。 堤防

を作って中にヘドロをいれ、 j草さが 1ミリくらいのゴ

ムシートを被せてから、土で覆ったらしい。ただ、ゴ

ムシートはもう破れてしまっているだろう O

埋め立てたばかりの頃は、 30~40 センチほど沈降し

たところもあったそうだが、今ではだし 1ぶ安定してい

る。巨大な建物などは建てられないだろうが、樹は至

る所に植えられている。

さて、海辺に近づくと道路が途切れたので、自転車

を降りて海岸に向かう。

自転車を降りた場所に立っていた看板には、水俣病

犠牲者慰霊式 (2006年)の写真が載っている。これか

ら向かう慰霊碑の前で、行われたそうだ。写真には、当

時の水俣市長と環境庁長官(小池百合子)が写ってい

る。

さて、海岸にやってきた。石畳のきれいな公園にな

っている。見渡すと半円状に波打つような海岸になっ

ている。

ウ
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この円状に波打つように整備された海岸は、下に巨

大なドラム缶が埋まっていることをうかがわせる。汚

染された海をきれいにする際、汚染されている魚を穫

つてはミンチにして巨大ドラム缶に詰めた。そしてそ

のドラム缶を海岸に並べ、上を舗装して整備したのだ

った。自分が立っている場所の真下には、大量の魚が

詰められていると思うと、複雑な患いになる。

また、案内者の吉永さん日く、今日は珍しく潮がよ

く引いていて、海沿いの柵が全て海面から出ていた。

初めてみた僕にとっては、この風景がいつものこと

だろうと思ってしまったのだが、どうやら本当は、石

畳の部分が海水に浸ってしまうらしい。その証拠に、

海に近づくほど、足下がジヤジジャリと音を立てる。実

はこれは砂利ではなく、小さなタマキピガイで、ある。

また、階段状になっている壁面には、フジツボが付着

している。また、海をのぞくと、 jままで見えるきれい

な海だった。よく見ると小魚がたくさん泳いでいる。

ちなみに、最近ガンガゼ(ウニの一種)が大量発生

して思ったらしいが、去年の冬に海水温の影d響で、激減

したらしい

底には大きめの石がごろごろと敷き詰められている。

実はこれは埋め立ての際、人工的に置かれたものであ

る。また、海岸沿いにしては海が深いのだが、これは、

埋め立てする前は沖合だ、った場所だからだ。

かつて水銀で、汚染されていた海とは思えないほどき

れいで、魚が豊かな海だが、水俣はもともと水が豊富な

地域らしい。少し離れたところからは、真水が大量に

湧いていて、この湧き水でフk俣市民が暮らしていける

くらいの量らしいのだが、その水が海に流れ込むこと

で、どんどんきれいになっていくそうだ。

今日でも漁業が盛んで、沖合をみれば、たこ壷の目

印となる》支が点々と浮かんでいる。

また、海面にはところどころ黒くなっている箆所が

あるのだが、それはナブラと呼ばれ、魚がたくさん集

まっている場所だ。漁師が魚群を見つけると、ホラ貝

を吹いて村人を呼んで漁をする、としづ風景が、 50年

前にはよく見られたとし¥う O

このように、海に依存した生活が、水俣病発症の背

景になっているともいえる。

さて、海の反対側に自を向けると、芝生の上にお地

蔵さんがたくさん並んでいる。だいたい 50体くらい

ある。ただ、埋め立て地は県の土地であり、公的な場

所であるにも関わらず、こういった宗教的なものを霞

くのは如何なものか、としづ指橋もあり、正式には「魂

石Jと呼ばれている。本願の会という団体が主催して

置いている。石ならば、少なくとも何十年か百年くら

いは、そのままの姿で、残っていける。すこしでも後世

に人々の患いが残るように、魂石がつくられた。さて、

先ほど、看板の写真でみた慰霊碑の前にやってきた。左

側に鐘があったので、鳴らして黙祷した。

水俣病は、坪谷とし¥う集落で生まれた 5歳の子供が

チッソ付属病院に運ばれ、初の公式確認となる。チッ

ソは昭和 7年から水銀を流し始め、実際には至る所で

発生していたと考えられるが、公式確認の年をIK切り

として、 50年目にこの地に慰霊碑が建てられた。

この慰霊碑には認定されて亡くなった方々の名前が

書いてあるのだが、その人数は 350人ほどである。認

定患者数が約 1600人なのに、明らかに少ない。

なぜならば、遺族の人たちは複雑な思いを抱いてい

たからだ。慰霊碑に名前を刻むため、市の職員が遺族

の家を訪ねて、許可をとろうとしたのだが、大部分は

断られたそうだ。

やはり、水俣病は伝染病だと思われていた時期があ

り、それをいまだに頭から離れないのかもしれない。

少なくとも、自分の家族が水俣病で、あったことを知ら

れるのに抵抗がある人が多かったのだ。

かつては様々な差別があったそうだ。例えば、家を

建てるときも、普通は自分の稼いだ給料で家を建てた

ことで、周りからは褒められるだろう。しかし、それ

がチッソからの補償金であるとわかると、人々は「仮

病御殿」と呼んでd馬鹿にしたのだ、った。そのような苦

しみも、患者の家族はうけることになったそうだ。

慰霊碑の後ろには千羽鶴がかけられている。毎年地

元の小学校をはじめとして、各地の団体が作ってくれ

るそうで、それはたいまつでお焚き上げしている。

また、石のまわりに粘土の焼き物が散りばめられて

いるのだが、これは海外の方が置いていったものらし

い。海の生き物の形をしている。

ところで、海岸からすぐそばに見える位置に、恋、路
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島という島が浮かんでいる。

水俣湾に仕切り網が敷かれた際には、この恋路島を

囲むように設置されていた。

今では無人島だが、 50年前にはこの島にも人が住ん

でいて、キャンフ。場や海水浴場などもあった。島の人々

はみんな魚を食べていた。

いまでは樹が生い茂る島になっているが、戦時中は

樹が一本も生えていなく、全てが芋畑だ、った。

しかし、人間の暮らしがなくなって 50年で、すっ

かり生活の面影がなくなり、森へと変わった。驚くべ

き自然の回復力である。

ちなみに、生えている木はタブで、この辺の地域で

タブ林が見られるのは珍しいそうだ。

パフツレ景気の時代は、この島にホテノレを作る計画も

あったらしい。その際、本土と島を矯で結んでしまお

うとしたのだ。しかし、吉永さん日く、橋ができてし

まうと、島としての魅力が減衰してしまう。ただの不

便で遠い場所になるだけだ。

この島を見ていると、自然と人11号の関わりを考えさ

せられた気がする。

海岸には流木が流れ着いていた。しかし、誰も拾お

うとはしない。けれども、東京にいけば、東急ハンズ、

では 500丹くらいで、木片が売られている。なんとも

不思議な感覚になる。

さて、この埋め立て地をつくるのには 485億円とい

う大金がつぎ込まれた。吉永さんが一度に見たお金の

最高額は 54万円だそうだが、とてつもない金額だ。

それも、チッソがちゃんと水銀を処理していれば、

かからなかったはずのお金であり、そして、失われな

かったはずの命もある。この親水護岸を、命を考える

場所にしてほしいと、吉永さんはおっしゃっていた。

2.水俣病資料館

さて、先ほど自転車を置いた場所に戻り、道をまっ

すぐ進めば資料館に着く。

正確に言えば、「環境省水俣病'情報センターJr熊本

県環境センターJr水俣市立水俣病資料館J

の3つが立ち並んで、いる。

内部は基本的に撮影禁止だ、ったので、これから吉永

さんが解説してくださったことをまとめてし¥く。

まず、水俣湾沿いの集落でどれだけ'の患者が出たの

かを、地図上に縦棒をたてて表した資料があった。現

在、認定患者は2271名で、そのうち死亡した人が 1600

人ほどいる。しかし、これは実際の患者数とは大きく

異なっている。なぜなら、さまざまな社会的な要素が

絡まっているからである。まず、申請する際は「本人

申請主義Jとしづ考え方があり、自分で申請しなけれ

ばならない。そうすると、チッソの従業員などは、会

社への遠慮から申請をしなくなってしまう。また、市

場がある地域では、風評被害で魚が売れなくなること

を恐れて、集落の人々の中で申請をしないように我慢

し合う場合もあった。一方で、特に鴎踏いもなく申請

してし¥く集落もあり、その地域の認定i患者は非常に多

。
、、

'
L
V
 

これらを踏まえると、単に認、定患者が多し¥からとい

っても、それは純粋な患者数ではないのである。実際、

水俣湾の魚は鹿児島県の錦江湾までがれ¥だという記録

もあるらしい。認定患者数には現れなくても、広範囲

に被害が及んだことが窺える。

さて、資料館には水俣湾のj芸Ij症型の患者の写真が展

示されている。しかし、患者の遺族が展示を断ってし

まう場合も多いそうだ。個人のプライパシーに関わる

ので、難しい問題である。

また、チッソの製品を紹介するコーナーもあった。

チッソが垂れ流した有機水銀はアセトアルデ、ヒドの触

媒であるのだが、これはビニールを柔らかくする工程

で使われた。当時は、ゴムを石炭から作っていたそう

だ。

こうしてチッソはなくてはならない企業となり、現

在でも我々はチッソの恩恵を受けている。

例えば、液晶の原料は世界の 50%以上のシェアを持

っていて、肥料、化粧品、酒などの原料も製造してい

る。

チッソというと殺人企業というイメージがついてし

まっているが、水俣の人が受けている恩恵は大きく、

市民の多くはその恩恵もみんなに知って欲しいと思っ

ているらしい。最近はチッソへの当たりも丸くなって

いるようだ。

さて、国立の資料館の方に移動してきた。こちらで
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は毛髪水銀濃度の測定がで、きる。

驚いたことに、いまで、は水俣の人よりも東京の人の

方が水銀濃度が高いとしづ。なぜならば、水俣の人は

小魚を中心に食べるが、東京の人はマクマロなどの大型

の魚をよく食べるかららしい。

生態系のなかでフk銀は濃縮されていくので、大型の

魚の方が水銀濃度が高いことになる。魚は排地性が小

さいので蓄積していってしまうのだ。

ただ、いずれも人体に影響があるレベルで、はなく、

水俣の魚の水銀濃度は既に安全な水準にあることがわ

かった。

また、世界の水銀中毒に関する展示もあった。アマ

ゾンや中国では、砂金から金をとるために、砂金と水

銀を熱する人たちがいるそうだが、無機水室長が蒸発し

て)11に溶け出し、メチノレ化して水俣病を引き起こす問

題があった。また、カナダの製紙工場でも川に水銀が

流され、先住民が水俣病になった。

し¥ずれのケースでも、貧しい人が被害にあっている。

貧しい人ほど自然に近い場所に住んでいるからである。

白人は水銀汚染された魚を食べることを先住民に禁

止させ、代わりに生活補助を支給していた。しかし、

仕事をする必要がなくなった先住民たちは泊ばかり飲

むことになり、そのせいで白ノJ￥らは墜落した生活と

して軽蔑されるようになった。

さらに、水俣病には酔つはらいのようにふらつくと

しづ症状があり、それも一緒くたにされてますます差

別や偏見が広がったそうだ。

資料館から水俣湾を見下ろした写真。実は 5，6年前

に夕、、イオキシンの基準が変わり、海震の泥から基準値

を超える夕、、イオキシンが検出されて問題になったこと

がある。しかし、その基準値というのは海の中で適用

されるもので、陸上にあげてしまえば問題にならない。

そこで、チッソは海底の泥をくみ上げて陸に埋める計

画を立てたが、その場所が吉永さんの家の近くだ、った

そうだ。

そこで、吉永さんはチッソへ抗議したところ、チッ

ソは、「焼き鳥だ、って、煙草だ、って、夕、、イオキシンぐら

い出すのですJと言われたらしい。いまだに企業体質

には疑問が残るようだ。

さて、資料館の屋上にはステンレスボールが 108個

並んでいる。犠牲者の魂や不知火海の漁り火をイメー

ジしているらしい。

3.坪谷

資料館を出て、埋め立て地を後にした。ちなみに、

埋め立て地になる前はフェリー乗り場があった。しか

し、フェリーのスクリューが水をかき回すときに沈殿

していた水銀がかき回され さらに拡散することにな

ったと考えられている。

また、チッソがヘドロの沈殿している場所を掘り返

したこともあるらしい。

それにも関わらず、何も知らない地元民は魚をいつ

も通り穫って食べていた。

確かに行政は書類で発表していたらしい。だが、地

元住民がわかるような形にはなっていなかった。最近、

飼料の棄を雨ざらしにして放射能汚染されたという事

件も起きている。原発事故にも通じることがありそう

だ。

さて、坪谷に到着した。この集落が、初めて患者の

公式確認がされた場所である。

資料などで集落の写真を見たことがあるが、それと

まさしく同じだ、ったので驚いた。

当初は、近辺にある家畜屠殺場から細菌が感染した

という説もあれば、 IEl日本軍爆薬説、アミン説なども

発表された。特にアミン説は東工大教授が発表し、有

機水銀説を圧倒していたのだが、捜査を遅らせる意図

的な魂胆があると思われてならない。

そして初めての患者についてだが、この家は貧しく、

タクシ一代が払えないので、病院までの往復は線路を

ハUqx-



歩いていったそうだ。また、遺影を撮るお金もないの

で、他人の孫の写真を勝手に借りて、それを仏壇に置

いていたらしい。

しかし、後に水俣病の写真集が出版された際に、生

きているはずの孫が、写真の中で、仏壇に飾つであるの

を発見し、慰謝料を払わせる騒動に発展した。遺族が

100万円払って決着したが、その 100万円は結局相j志

社へ寄付された。(まとめ:平田)

2日目午後

3)水俣市民に開く

①杉本実さん

1.基本情報

昭和 41年、水俣市茂道にて、杉本雄、杉本栄子の

五人兄弟の四男として生まれる。父、母、祖父母が認

定患者で、亡くなっている。小学生のころから漁を手

伝い、一度水俣を離れて就職するが、帰郷し、以来家

業のイワシ漁を継ぎ、現在も一家の中心として漁業を

営んでいる。親子 3隻の船で行い、年間を通して操業

している。親類と長男・肇氏と 3人で、お笑いエンタ

ーテイメント「ゃうちブラザースJを結成。 地域内外

のイベント等に引っ張りだこで、水俣病患者家族とし

てではない、 7}<イ果のラ凶言も千子っている。

2.杉本さんの過去

一次訴訟や自主交渉などでブk俣病問題が大きく揺れ

ていた杉本さんの子ども時代、やはり差別は存在して

いた。水俣は差別「するj側と「されるj 側に二分さ

れ、患者や肉親に患者がいる者は容赦なく攻撃された。

杉本さんもその真っ只中にいた。しかし、杉本さんは

「されるJ側にいたのではない。むしろ「するJ側に

回っていたのだ。学校などで患者やその親類たちを差

別した後、家に帰ってみれば患者で、ある母が臥せてい

る。そんな矛盾した生活を送ってきた。杉本さんは親

からは水俣病については一切何も聞かされず、成長し

ていく中でその実態を学んでいった。とはいえど、そ

のような矛盾を抱えながらの生活はつらかったに違い

ない。また、このころの水俣は、訴訟派と自主交渉派

などで別れ、対立していたというが、杉本さんの照り

ではそのようなことは見られなかったらしい。そもそ

もど、の家が何をやっているのかが、隣人のことでもわ

からなかったとのことで「ひとはひとで、うちはうちj

と、水俣病関連で、の関わりはあまり強くなかった。

3.チッソ、行政に対して

チッソに対しては、特に強し¥感情、求めるものとい

ったことはないと諮る。杉本さんが水俣病について知

ったときは収束にむかいつつあり、それまでのチッソ

についてはあまりわからなし 1からである。杉本さんは

水俣病に関する活動によって交友関係を広げていった。

ある意味、チッソのおかげで人とふれあい、話すよう

になれたとも語っていた。行政にはチッソと連携し、

補償を続けてほしいとのことで、ある。できないならで

きないで、それで、いし 1から、その時は素直にそのことを

伝えてほしいとも。これまであいまいな態度をとり続

けていた行政には、やはり誠実な態度、対応が求めら

れる。また、杉本さんは今回の震災における政府:の対

応についても言及した。被災地に対する補{賞金は、動

き出しはたしか~こ早かった。しかし、質が悪く、その

おかげで保証金を受けられない人がいるとの考えを語

った。

4.漁業について

水俣病の発覚後、行政は漁協と組み、魚をとらせな

し¥ようにしていた。しかし、そのことについて一般の

人は何も知らない。裏で、金が弱}し¥ていたのではなし 1か

と杉本さんは語る。 lf!U5rjiは魚をとらないと生きていけ'

ない。しかし、水俣産の魚と言って売ろうとしても、

それだけ'で敬遠される。水銀の値を調べ安全なものを

売っていたが、それでもほとんど売れなかった。 水俣

とは言わず、芦北(水俣のすぐ隣)産といえば売れる

ようになった。つまり水俣と水俣病が完全にイコール

でつながれていたのである。仕切り網をして以降、徐々

にだが売れるようになって言った。現在、漁師は減っ

てきている。どこの漁村でもそうなのであろうが、近

代化が進むにつれて漁師離れが続いている。経験がも

のをいう世界であるから新しくなろうとする人も少な

い。杉本さんも、始めたころは相当苦労したらしい。

お父さんからは直接は教えてもらえず、見ょうみまね

で、やってみて失敗し、また見ょう見まねで挑戦する。

そのようなことを繰り返しながらだんだんとうまくい

くようになった。今では魚をとって売るだけでなく、

加工したものも売っている。夜、たちにもお土産にと一

袋ずついりこをいただいた。

5.ゃうちブラザースについて

ゃうちブラザースの活動は、気持ち的な逃げ道にな

っているとしづ。観客の笑顔がみられるというのは、

精神的にかなりプラスに働く O ゃうちブラザースのき

っかけは、とある宴会である。毎年 11月日日に恵比

寿祭りというものが執り行われ、代々網元である杉本

家が一年間の収穫に感謝し、地元の漁師だけでなく山

村の人たちも呼んで沼をふるまっていた。その宴会の

席で長男の肇さんが踊ったのがきっかけでやうちブラ

-21 -



ザースが始まった。現在では、 8月に 10本、 9月に 5

本も祭りなどに呼ばれてステージに出演する熊本県の

ローカノレスターである。

6.杉本さんの哲学

たった数十年でブk俣の梅は美しく澄んだものに復活

した。自然は自ら治癒することができるのだ。それを

考えると、人間は「壊すだけの生き物j ではないだろ

うか。もっと自然に近づいた方がいい。道具もできる

だけ自然なものにした方がいい。たとえば、ナイロン

の漁織はとても長持ちし、便利である。しかし、それ

は魚のとりすぎをもたらす。実際、昔は薬で編んだロ

ープなどを使用していた。それらは水につけるとすぐ

にダメになってしまうが、必要な分だけとり、何時間

もかけて藁を干し、そして漁をするということを繰り

返してきた。それこそまさに自然との共生であり、人

間のめぎすべき姿である。水俣病がなければ今の自分

はいない。確かに、漁師として水俣病はマイナスであ

る。しかし、それでも魚をうるのが自分の役自。おい

しく、安全できれい。そのことに妥協はしない。会っ

た人には食べてもらい、水俣の魚について知ってもら

いたい。(まとめ:赤木 )

②永本賢二さん(昨年も訪問したので割愛)

③相思社一遠藤邦夫さん

1.相恩社とは

1974年に設立され、「水俣病患者および関係者の生

活全般の問題について相談解決にあずかるとともに、

水俣病に関する調査研究ならびに普及啓発を行うこと

を百的Jとしている。毘などの行政側やチッソとは違

う第三者のような立場から、水俣病について研究して

いて、行政とは別に資料館(水俣病歴史考証館)を持

っている。今回は相j志社の職員である遠藤邦夫さんに

話を伺った。

2.水俣病の問題点

(1)食の規制の失敗

水俣市はいわゆる企業城下町であり、チッソという

会社を中心に成り立っていた。そのために、チッソの

従業員となる人も多かったが、一方で海に面している

ということもあって、漁師も多かった。そのこともあ

ってか、水俣の人々の食事では魚(タチウオやガラカ

ブなど)が出ることがかなり多く、食生活で魚に依存

する家も多かった。例えば、 1961年の時点(水俣病の

公式確認の 5年後)であるのにもかかわらず、 llppm

の魚を食べるような人もいた。これは、現時点の国が

O.4ppm以上でそのうち水銀として 0.3ppmを超える

ものを暫定的規制値としていることから極めて高い数

値であることは明らかであろう。ここで問題であるの

は、危険であるはずの魚を食べることさらには魚をと

ることを徹底してやめさせられなかったことであり、

その原因は、漁師は魚をとることで生計を立てていて、

さらに水俣の人の食生活は魚に依存していることから

である。

(2) W原因』と『原因物質』の差し替え

水俣病の公式確認は 1956年の 5月のことであり、

1957年にはチッソ付属病俣の締)11一氏のネコ実験で

水俣産魚介類の毒性が証明され、熊本県が食品衛生法

の適用で販売禁止の方針を留めたが、国(厚生省)は

「湾内魚介類のすべてが有毒化した明らかな証拠はな

く、適用できなしリと回答した。

遠藤さんは、ここで、問題なのは「束IJさった毒矢をま

ず抜くということをしなかったJことと表現していた。

これは、もし自分に毒が付着しているとわかっている

矢が料さったなら、まず先に矢を抜いて、その後に毒

の種類が何であるかを調べて、治療するとしづ意味で

ある。つまり、すでにネコ実験でフk俣病の『原因』は

水俣湾の魚で、あるということは証明されていたが、『原

因物質』を特定できていないという理由で国は食品衛

生法の適用を突っばねたということだ。さらに、これ

以前に浜名湖で、貝を禁漁する前例があったという。そ

して、遠藤さんは、当時は高度経済成長期であり、チ

ッソとし¥う会社が産業に必要なフ。ラスチックや塩化ビ

ニーノレの国内生産の約半分を占めていたために、国は

チッソを擁護したと考えていた。

(3)患者数

1971年に逆転認定された)11本さんは、患者は数千人

し1ると主張したが、一方で原田さんは認定申請を出し

た人数が被害を受けた人数であるという考えから 2万

人はいると主張した。さらに、 2004年の関西訴訟と
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2009年の水俣病特措法の成立以降 5万人以上になっ

たとし¥う見方もある。この答えが出ない原因の一つは、

『し¥つからいつまで』かに対して答えが無いことであ

ると遠藤さんは考えていた。一応、環境省はメチル水

銀の急激な倍加期が 1953年頃(ピークは 1961年)で

あることを根拠に 1953年から 1968年で、あると判断し

ている。 しかし、チッソのアセトアノレデヒドの生産は

戦前から始まっていて、 1953年よりも前から水俣病と

思われるような症状をもっ人はいたという話もあり、

完全な答えとはいえない。公式確認から 50年以上経

った今でさえ、未だに明確な患者数は出ていなし 10

(4) Jl制定性患者

一時期、母親の髪の毛が 50ppm以上あるいはへそ

の緒が 1ppm以上の胎児性患者の対象となっていたこ

とがあった。この数値は、ホットハウスの激症者でさ

え0.2から 0.3ppmであり、実際にはあまりない数字

で、あった。これは、コントロール調査(比較調査)を

せず、激症者のみを調べてしまった結果だとしづ。

(5) 汚染水

元々、チッソ側は多少汚染していて、危険なもので

あったとしても、広大な海に流してしまえば、拡散し

てかなり薄まり、危険でなくなると考えていた。とこ

ろが、これは後に否定された。それは研究の結果、水

俣付近の海域では潮の満ち干の関係で内海と外海の水

があまり混ざらず、内海の汚染された水の多くが戻っ

てくることがわかり、否定された。また、新潟水俣病

の際にも汚染水は同じように抜けなかったらしい。

3. もやい直しとは

そもそも『もやし寸とは漁業で網とロープを結んで

いるもの、あるいは無償'でやる共同作業を意味してい

る。一方で、貰ったものをもらった形で返す『ゆしせ

とし 1う言葉もあった。

(1) 背景

水俣で、は、患者が差別されていた。もしある村ーから

病人が出たら、その村の魚が規制されて売れなること

から、患者に出て行けと言うような村ができていた。

本来なら村の中で、何か疫病が流行ってしまったなら、

普通自分も感染しないように注意する一方で、患者の

ことを心配する。もし心配しないとしても、少なくと

も差別することはないだろう。つまり、助け合いの精

神・信頼関係が崩壊していた。

(2) 吉井元澄市長の登場

吉井元澄元市長はこの助け合いの精神・信頼関係の

崩壊を『内面社会の崩壊』と表現した。さらに、水俣

病という今まで、忘れたかったような問題を見直し、そ

して向き合い始めた。吉井元市長は救済もまだ済んで

いない中で¥地域振興を目指したのである。そして、

遠藤さんはこれノを水俣病の歴史の中の『進歩』である

と考えていた。

(3) もやい直しの効果

遠藤さんは、資源ゴミの分別(最初は 16種類、現

在は 24種類)をあげていた。今では他の自治体が、

水俣市民は環境意識が高いと評価し、参考にしようと

見学しに来るほどであるという。そして、他の市町村

に環境意識が高いと評価されることによって、市民に

も色々なことを考える精神的な思考における余裕がう

まれた。つまり、人にとって褒められることは決して

嫌なことではなし 1から、さらに環境意識を高めること

ができるようになったということである。

しかし、遠藤さんは第三者的な立場から納得し¥かな

し1部分があるとしづ O まず、実際の環境意識が本当に

高いのかということである。水俣で、は、ガスボンベを

もえないゴミに入れて爆発するという事が 21E]あった

という。さらに、水俣市の環境などの説明会で市1JVJが、

顔の利く地元出身の職員を派遣して容易に信頼を得ょ

うとマアることもあるということである。このあたりの

ことに対して市民が本気かどうか、遠藤さんは疑問に

思っていた。(まとめ:松本)

遠藤さんから資料館で説明を開く

3日目午前

3)水俣市民に鶴く

④永野ユミさん

1.水俣で働くきっかけ

子ども時代を化学工場のある街で過ごす。朝日新開

に載った桑原史成の写真でフk俣病を知る。

総合医療センターで藍療ケースワーカーを務めた。

昭和 39(1964)年、先生が胎児性水俣病の誠査をは

円
、

υ

円
メ
】



じめ、その付き添いとして初めて現地(水俣)へO そ

の日は天候が悪く、空がどんよりとしていたため、当

初水俣について暗い街としづ印象が残った。昭和 29

~31 年に生まれた胎児性水俣病の 10 歳以下の子供た

ちを見て「将来どうやっていきていくんだろうJと考

えはじめ、「ほっとはうすj設立に至る。

水俣の小学校の校歌に「煙j という歌詞があった。

水俣の住民がチッソを誇りに思っていたことが伺える。

永野さんが水俣に行った時、胎児性の人は既にいて、

漁師が漁をできなくなる状況というのはとても衝撃だ

ったが、貧乏でも毅然として生きていた。(ただ多くの

人が誤解しているであろうが、当時の写真のなかの家

は今からしてみるとボロボロで貧乏さの象徴だと思っ

てしまうかもしれないが特別貧乏な訳ではなく、当時

の漁村では普通レベルである。)

水俣病の子供を励ます会に入る。北星学園(北海道

の遠くの学校)から高校生が訪れる。初の慰問が高校

生で、あり、とても嬉しかったという O

2.空白の 10年

それまでは「予防Jという第一の治療、「治療Jとい

う第二の治療という 2つの治療しか存在せず、既に発

症した水俣病に対して対症療法しか行えず、またそれ

にも有効な手段が見つからなかったため、水俣病には

治療法がない“空白の 10年"が存在した。そこで、

第三の治療である「リハビ引を導入し、「機能復帰、

社会復帰、人間としての復権」を自指す治療をはじめ

た(昭和 38年)。日本でのリハビリの導入は初めてで、

公立病段、専門病院において水俣病患者のために始ま

った。水俣病には対症療法は存在しないため、リハビ

リによって体を動かし、症状の進行を抑えるしかない

ということも判明した。水俣としてはリハビリの場を

提供することが唯一患者のためにできることで、あった

ため、湯ノ児にリハビリ病慌が出来たから利用して欲

しいと宣伝をしていたが、状況はあまりよくなかった。

(1)胎児性患者

「ウチの子だけなぜ様子がおかしいのかJと言って

殺が胎児性患者を連れてくると、病院には同様の症状

の出ている患者が何人もいて、しかもどこの病院に行

っても病名はわからないとしづ状態が続いたが、 Jj台盤

を通過した有機水銀中毒だ、ということが判明するとだ

んだん病院へ行くことになってきた。永野さんが湯ノ

児に来たときに胎児性患者は 10人位いたらしい。

ポリオなどといった病気も疑われていた。水俣病は

個人差が激しく、 40~50 代で 2 次障害がでて歩行とい

う面でも加齢では片づけられない顕著な症状がでたた

め、原田さんと国水研で研究を始めることとなった。

永本安二さんも自に見えて急激に歩行できなくなって

きた。相談支援事業を各地域に作る法律ができ、水俣

にももちろん導入された。水俣には相談員が 2人きた。

そこで保健所は福祉の分野からも同行させてください

と申し出をして、患者の家周りに向行させてもらった。

1600人程の水俣病患者が亡くなり、 300人に 100単

位で健康被害がでた。

水俣病の患者数、患者名についてお聞きしたところ、

そういったものは水俣市で、なく熊本県が管理し、水俣

市には細かいことは分からないとしづ。永野さんは 1

年に 1，21El患者の許可を得て様子を見に行くことしか

できないようだ。

(2)検査の宣伝

水俣病の患者数を正確に確認で、きていないことの原

因として、当時も現在も検査を受けている患者自体が

少ないということもある。実際、水俣病患者の実態を

知るために、現在でも新聞の広告など様々な場所で検

査の宣伝をしているが、状況はあまり芳しくない。そ

の理由として大きく以下の 2つの理由があげられる。

(3) 患者の心情

当時は自分がチッソに勤めているから申請したくて

も会社に逆らっているようでできない、あるいは孫の

婿が従業員で、娘に「息子の地位に関係するとし¥けな

し¥から申請するなj と言われてしまい申請できない、

元チッソ従業員だから会社に悪い、など目に見えない

心情で申請しない人も多かった。現在の患者の多くが

両親を水俣病で、失った方で、水俣病で、苦しんでいたこ

とを覚えている娘子にとって水俣病は封印してきた悲

しい記憶であり、わざわざ検査に行って認定されたく

はないし、現在は遠くにヲlっ越している人も多く、周

りは設も矢口らなし 1から分からない。また水俣にいる患

者は過去自分たちを差別していた向世代の人達が自分

と同じ水俣病の被害を受け、損得を考えて被害者手帳

を受け取り、複雑な気持ちになった患者も多くいる。

(4) 自覚症状

健康に見えていた人がある民突然歩けなくなる、と

いうのも水俣病の症状の特徴のひとつであると述べた

が、症状に個人差が大きく、外からは見えないしびれ、

痛み、神経異常等の症状も多くみられ、しびれとか感

覚障害はほかの人と違っても分からないため自覚症状

が小さいこともあり、一見しただけでは分からないこ

とも多い。また昭和 40年、働きに出る中で激症型を

見ている人たちはあのような症状の出ない自分は「水

俣病ではなしリと思い込み、新聞のちいさな記事など
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請が取り下げられ、 50年経つでありめて知ったなどとい ない様子だった。

う患者もいた。

3.差別意識

被害者手帳には以下のものがある。

オレンジ一被害者手帳、ブルー-鍵!棄被害手帳、黄

色-健康被害手帳、ただし水俣病で、ないと判明したら

返却、認定された患者の手帳、可法認定の手帳。手帳

だけでも 5種類あり、差別の象徴となっている。熊本

県で 3万以上の被害者手i擦が同じ病気で苦しんでいる

患者のはずなのに病院での対応に違いがあれば不満が

出るのもあたりまえだと思う O しかし水俣に、患者さ

んとは間違えられない年代がどんどん入ってきて、水

俣病の患者が特別な人で、はない、あるいは手帳が差別

の対象ではないという意識も大きくなってきている。

これからの水俣は、水俣病があったからこんな街に

なってしまった。水俣病に対して何もしてないじゃな

いか、という両方の面を持つ。

水俣で、は都会に出ていく人も多く、過疎化が進み、

高齢者の割合が 500/0を超える所もある。

「お城jチッソの責任と市民の責任とはJjlJのもので、

それぞれに果たすべき責任が存在する。チッソには地

域貢献も求め、経済面で患者たちも含めた安心を求め

ている。住民の果たす責任、義務として差別やいじめ

の根絶がある。これは他の面でも言われていることだ

が、差別したほうは覚えてないけどされたぼうは覚え

ている、ということはよくあることだ。ささいなこと

で、あっても気にする人は存在する O 水俣全体で、助け合

うことが重要で、ある。

永野さんに、水俣に11可の外から来る人についてどの

ような感情を持っているかお開きすると、昔は「支援

者は去れj チッソがないとダメだ、などという考え方

もあったが、街の中の人では言いづらいこともはっき

り言ってくれるので、街の中では変えられないことも

かえられる。と、肯定的な感'清を持っているようだ、っ

た。水俣は余所にない街で、水俣病患者たちの代弁者

たることが重要である。だが、水俣とチッソは運命共

同体なのだから、チッソが移転しようとしていること

を見ても検査に行かない、あるいはそもそも気づかな

い人も多い。お金をあげる、などとすれば検査に行く

人も多くなるのであろうが、そもそもその検査が水俣

病患者を(これもおかしな言い方であるが)選定し、

保険金を上げるかどうかの検査なのだからそういうわ

けにも行かず、効率は上がらない。

小児性だけど知らされず、水俣病で、あると気がつか

なかった、あるいは胎児性だけど隠されていて患者申

は許せないとしづ O 患者達と一緒にしっかり考えて街

を良くして行く努力をしていくことが重要であり、水

俣で共に生きる、ずっと背負う、ということを考えて

し¥かなくてはならない。行政もチッソも是非ほっとは

うすに来て現在の水俣病について知って欲しい。チッ

ソが応援してくれたら・-と思ってもいたが、補償金以

外に何かしてくれる気配もない。それでもまだ寄付く

らいはできるはずだ、とチッソに関しては不満を偲せ

(まとめ:小j宰)

もやし佐官で、永野さんからお話をうかがう

⑤中村雄幸さん

1.経歴

新潟県生まれ。大学生の時に水俣を訪れ、 70年代、

当時の茂道の貧しさ・悲惨さを目の当たりにしたこと

をきっかけに、 22歳の時に水俣に移住し、水俣病患者

家族の行政に対する!認し¥を支えてきた。(財)水俣病セン

ター相恵子土i隊員としても活動した後、不知火海におけ

るヘドロ処理工事差し止め訴訟に参加し、熊本県議会

議員への抗議活動で暴力行為の菟罪で被告となるなど、

多彩な活動を行ってきた。その後、相j志社を辞め、 1988

年からは魚介類の車両販売を始めて現在に至っている。

また、キャンプ場である「グリーンスポーツ水俣Jの

民間管理を担う「水俣自然学校Jの活動も行っている。

2.魚介類の車両販売について

中村さんは相J思社を辞め、 1988年から現在に至るま

で、魚介類の車両販売を行ってきている。高校時代まで

を新潟の山間部という海とはかけ離れた環境ですごし

たことから、逆に魚に対する強い思い入れを持ってい

たため、魚介類の車問販売を始めたとしづ。また、相

思社を辞めた理由としては、やりたいことが合わなか

に
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ったこと、そして組織の中で生きていくより個人で働

いた方が気が楽であると考えたことを挙げていた。そ

れでは、水俣病は中村さんの魚介類の車両販売にどの

ような影響を与えたのだろうか。現在、不知火海には

国が定めた2基準(総水銀 0.4ppm.メチノレ水銀 O.3ppm) 

を超える魚介類はおらず、食べても水俣病を発症する

恐れはない。しかし、水俣病のイメージが消費者に誤

った認識を持たせ、水俣の魚介類を買うことを控えさ

せるといったことは想像に難くない。

中村さんに伺うと、「影響はほとんどなしリそうであ

る。水俣市内で、は 9割方の人々が水俣で、とれた魚を食

べることに抵抗を感じていないとしづ。ただ、影響を

感じる場面もいくつか紹介していただし¥たので以下に

挙げる。

-人吉市(熊本県の内陸部)などでは、産地が水俣で、

あると聞いて買うのをためらわれたことがあった。

-普段は水俣産の魚介類を購入してくれるお得意さん

のところに販売に行った時のこと。その場には男Ijの主

婦もいたのだが、その別の主婦がお得意さんに対して

魚介類の産地を訪ねた際に、お得意さんは「芦北たしリ

と答え、産地を偽った。また、水俣の魚に関する誠査

として、北九州において、「水俣の魚はまだ食べられな

しリと思うかについての質問を行ったところ、「食べら

れなしリと回答したのは

-水俣を訪れたことがない人 :4害IJ

・水俣を訪れたことがある人:1部

であったそうである。

以上のように依然として昔の印象でフk俣は諮られて

いるのであり、時折それが中村さんの魚介類の販売に

も現れてきているのである。

3.ヘドロ処理工事差し止め訴訟について

1970年代には不知火海・水俣湾にたまった、有機水

銀によって汚染されたヘドロの処理は大きな課題とな

っていた。そこで県は、汚染されたヘドロを処理する

ために水俣湾の埋め立てを決定した。中村さんはこの

埋め立て工事によってヘドロを処理することに反対す

る運動に参加していた。

反対の理由としては、

・埋め立てたヘドロの流出を紡ぐ鉄板に 50年という耐

用年数が存在すること。

-地震による液状化や漏えいの危険性があること。

を挙げ、総合的に判断して現実的ではないとしていた。

特に現在では東日本大震災を受けて、地震による液状

化の危険が注目されているそうである。しかし、裁判

では負け、 1977年から 13年をかけて水俣湾の埋め立

て工事が行われ、現在で、はその上に運動場やノくラ菌な

どが建設されている。

ただ、判決には不満であるものの、反対派領IJから全

面埋め立てに代わる案を出しきれていないのも事実で

あるとおっしゃっていた。土壌中の水銀を回収で、きる

技術もあるそうなのだが費用面の問題があるとし 1うO

しかし、鉄板の耐用年数のリミットは確実に近付いて

おり現在は代案を検討しているところだそうである。

4.チッソについて

中村さんは上で記した「ヘドロ処理工事差し止め訴

訟Jに代表されるように、県を主とする行政を棺手と

して見てきたため、チッソに対してはそれほど強い感

情を持っているわけではないそうである。チッソにつ

いては「ひどしリ企業、「下手なJ企業であると表現し

ていた。事件に対する対応や補償・の仕方を見てそう患

ったという O

ただ、チッソの植民地的支配(そしてそれは現在も

続いているという)に対しては許せないと感じている

そうである。具体的には、徹底的な対決姿勢と水俣市

民の世論(チッソのおかげでフk俣の雇用や経済が潤っ

ているというもの)を味方につけ、水俣から撤退する

ぞという脅しをかけてくるやり方が気に食わないのだ

そうだ。

そして、チッソに対してはとにかく患者に対する補

償を徹底することを望むとおっしゃっていた。視線は

チッソ仮IJというより患者側に向けられているようであ

る。

5.外部から水俣にやってきて

フィーノレドワークの 1S呂に吉永さんは、もともと

水俣市民で、はなく、よそからやってきた人に対して、

住民の中には嫌悪感を抱いている人がいると言ってい

た。中村さんは 70年代に水俣に移住してきたので、よ

そからやってきた人の一人であり、この嫌悪感の存在

を感じることは確かにあるそうである。水俣病が発症

した当時の水俣市民の中には、事件を大きなものにし

たくないとしづ意見を持つ者も多かったようで、中村

さんのように外部からやってきた人々が水俣病を裁判

沙汰にすることに加担していったこと対して、 f大もめ

にしてくれたなJという考えは根強いそうである。ま

た、「水俣病を食い物にしているjといわれることもあ

るらしい。
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しかし、外部からやってきたからこそ見えるものが

あると中村さんは考えている。そして、まず解決すべ

きは外と内とのかい離をし¥かにして埋めていくかとい

う問題で、あるとおっしゃっていた。ただ、このために

わざわざお互いに歩み寄る必要性はないという。お互

いが自分にできる役割を果たしていく (例えば、外か

ら来た者は外から来たものの視点で考え、もとから水

俣に住んでいる者はもとから住んでいる視点で考えて

いく)ことで、自然とお互いを理解できるようになる

のだと考えているそうで、ある。

中村ーさんは現在、自分にできる役割として、子供た

ちに水俣の魚をさばかせるという体験学習を実施して

し¥る。子供たちに不知火海:のことを伝え、理論から入

るのではなく実際に触れてもらうことで自信を持って

もらいたいという考えがあるそうだ。また、話は水俣

からそれるが、東日本大震災で被災した方に対して何

をすべきであるかということに関しでも、まずは「自

分でできることJという観点から考えるべきであると

おっしゃっていた。

6. もやい底しについて

水俣病を経て、様々な立場に分かれてしまった水俣

市民を再び一つにしようというもやい直しだが、もや

し¥直しは水俣にとっての「希望Jであると中村さんは

述べていた。つまり、あくまで希望にすぎず、実際に

実践するとなるとかなり厳しく、なかなか進んでいな

いのだそうだ。

水俣病が発生して、水俣市民は 2つに分かれた。 水

俣病におけるチッソの責任を追及する側と、チッソを

擁護する側である。水俣はチッソの企業城下町として

発展してきたため、チッソを擁護する人々も多かった。

患者やその家族に対する様々な差別も存在した。中に

は新聞の折り込みで水俣病患者を叩くといった迫害の

ケースもあったとし 1う。このような差別の対象となっ

た人々はなかなかこれらの差別を許すことはできない

だろうと中村さんはおっしゃっていた。

しかし、今の水俣に住む若い人々はだんだんとお互

いに溶け込んできているため、対立のイメージが変わ

りつつあるところでもあるそうだ。

また、水俣市はもやい直しの一環としづ意味も込め

て、環境都市を前面に押し出している。市全体で一致

団結していこうという目的がある。そして現在、水俣

は国の環境モデ、ノレ都市に認定されている。しかし、こ

のことに関しても中村さんは苦言を呈していた。行政

と市民との間には意識の上での大きなギャップがある

という。実際、例えば旅館で、はコストの面を優先し、

合成洗剤をつかつて排水しているといった例などもあ

るそうだ。行政は上(つまり国)ばかりを見ていて、

環境都市を押し出すことによって国からの支給額が増

えるということだけを考えている。行政は自分たちが

納得できればそれでよく、市民の意識との間にかい離

が生じてしまっているのだ。このような状況で、全国

に対して水俣が環境都市であるということを押し出し

ていくことは恥ずかしいことであると中村さんはおっ

しゃっていた。(まとめ:後藤)

⑥緒方誠也さん

1.経歴

1942年生まれ

中学校卒業後にチッソに入社

水俣市議会議員を長く務めて 議会議長なども務め

た

2. チッソ入社説

緒方さんの通っていた中学校で、は豊の上をまっすぐ

歩くというテストがあり、同級生の 1=1二!にまっすぐ歩け

ず、患者とj芭われる人がいたとしづ O 一方で、チッソ

とし 1う会社は地元で、も優良企業と思われていて、 22の

枠に対して約300の応募があるほど就職先として人気

があった。

3. チッソ入社後

緒方さんは 2年程総務として、 10年程生産・研究所

で、 30年程現場で働いた。

(1)昭和 32年

この年は水俣保健所長がネコ実験を始めて、湾の魚、

の毒性が証明された年であるが、緒方さんら労働者の

多くは社内の壁新聞などの影響から工場の主張、つま

りはチッソが水俣病の原因をつくっているわけではな

いと信じ、そして会社には勝ってほしいと患っていた

そうだ。このとき、 3500人もの労働者の中で本当のこ

とを知っていたのはほんの一握りで、あって、アセトア

ルデヒドがどのような過程をたどってし 1くかは知らな

かったらしい。また、緒方さん自身は漁業組合員や患

者の座り込みに対してむしろ迷惑に感じていて、彼ら

の暴動から工場を守ろうと思うことさえあったという

(緒方さんは今の東京電力の社員たちもそういった患

いでは、と考えていた)。実際に、もし労働者の中に反

対者がし 1たとしても、その反対者が弱そうで、あった場

合にはチッソを強く信じるような組に入れ、逆に強そ

うで、あった場合には別の仕事をさせ、場合によっては
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クピ切りや賃金の差別もあったとしづ。ただし、チッ

ソを訪問してチッソの方にこのあたりのことを伺うと、

クビ切りや賃金の差別はなかったと主張していたこと

から、食い違いが生じていることが分かつた。

(2)昭和 37年

4月から 8月の 133日間チッソ内で安定賃金騒動が

起き、これによって会社は二分化された。そして、会

社に対抗する側の勢力である第一組合は会社の中でも

『変なやつ』だと思われた。会社は第一組合員に対し

てはボーナスでも特償部分をほとんど付けなかった。

このために組合内では皆で特償部分を集めて皆で分配

した。緒方さんはこの頃から会社に対する意識が変わ

ってきたとのことだった。

(3) 昭和 38年

安定賃金騒動で変わり始めた意識がこの頃から 6年

間会社との戦いへと繋がっていった。そもそも、『労働

者を人と思うな』の精神と『物を早く作ること』を重

視する体質が上層部に根付いていたとしづ O そしてこ

の体質は 1906年にチッソが創業され、第二次大戦頃

に朝鮮へと進出して行ったときから根付いていたもの

だ、ったらしい。

(4) 昭和 43年

この年の 8月に労働組合定期大会で『恥宣言』が決

議された。これは、組合がこれまで何もしてこなかっ

たことを刊はと思い、水俣病と向き合っていこうと

しづ思いで決議されたものである。恥宣言の後、第一

組合の人々は会社にどんどん物言いするようになり、

会社側に向水準の労働条件と水俣病の完全解決の二つ

を求めていくようになった。第一組合員たちの行動は

市などが支援を決めると協力し、チッソの第一銀行で

あった工業銀行への押しかけに参加するほど積極的に

なった。また第一次訴訟では、組合員がアセトアルデ

ヒドの製造でできたものを 1日1回そのまま流してい

たことなどの職場の環境を証言し、さらに組合内でス

トライキやカンパに参加して仕事終了後に水銀調査の

研究室を使って研究もしていたという(例えば、財団

から提供された放射能を使うような高性能なぢ賠去を使

用したり、たけのこ塾という医学のことを学ぶ塾を作

り、原田正純先生らから教わったりしていた)。

(5) 昭和 451:f三

この年に、チッソの千葉移転に関して合理化闘争が

起こった。チッソが、水俣としづ土地に縛られていて

は会社が発展していけないと考えていた一方で、第一

組合員や水俣市民はチッソを逃がさないように闘った。

というのも、第一組合員や水俣市民はチッソを水俣の

土地で発展させ、そして支援させようと考えていたか

らである。また、環境破壊が問題であるということを

前提として、患者の切り捨ては絶対に許さないという

姿勢を貫いた。

4.水俣市の取り組み

(1)環境モデ、ノレ都市構想

これは今取り組み始めている部分であり、例えば、

ゴミの分別収集や産業廃棄物処分場の建設にも反対す

るなどの活動をしている。この結果、 13のNGO団体

が主催する環境都市コンテスト (2001年から始まる)

でも、 2004年に初めて選ばれて以来、合計で 6回総

合 1位に選ばれている。さらに 2011年には 4つの条

件を満たして『環境首都』に選ばれた (11回のコンテ

ストの中で始めて)。

ちなみに、環境首都の四つの条件とは、

①総合で第 1位であること

②総合点が満点の 70%以上であること

③15項目中、 3項自以上が満点の 900/0以上の点数を

得ていること

④15項目中、満点の 500/0以下の点数の項目が 3項目

以下で、あること

(~環境首都創造 NGO 全国ネットワークのページか

ら引用)である。

今、水俣市で、は水俣にしかない ~ONLY ONEJl 

の部分である『命を大切にする』都市を自指してい

るとし 1う。

5.環境都市への反応

環境で飯は食えない(直接お金は入ってこなし¥) 

が、エコ産業・エコ技術の開発から利益は生まれる

から市民にも利益がある。そして、分別の協力など

から市民もある程度評価されていると緒方さんは考

えていた。

6. チッソのあり方

市民が雇用の場であることと患者の保障の観点か

らチッソを逃がしたくないと思っていること、そし

て企業は行政に対して介入するべきでないこと(一

時期チッソ系の議員が水俣市議会の過半数を占めて

いたことがあった)を認識することが重要であると

緒方さんは考えていた。

7.水俣病から

先の産業廃棄物処理場の建設反対から、市民の環

境意識を感じるとおっしゃっていた。一方で、一部

の市民は『水俣病よ『水俣市』という名前を変えた

いと考えているらしい。例えば、九州、|新幹線には『新

水俣』という駅があるが、この駅名が争点となった
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り、隣にある芦北町と合併ーして芦北市あるいは新水

俣市になろうという意見があったりと、今で、も水俣

工水俣病のイメージを何とかしたいというような患

いを持つ人もいるらしい。しかし、実際には水俣と

いう名前を守りたいという患いも強く、名前を変え

たくないとし¥う意見のほうが多いとのことだ。

また、教育に関して言えば、市の教育委員会が作

った『水俣病のしおり』を基にして、学校ごとに教

育しているとのことだ。(まとめ:後藤)

3日目午後

4)チッソ (JNC)水俣工場見学

1.チッソの概要

]NC株式会社は 2011年、チッソ株式会社の事業のう

ち水俣病の補償事業以外の全ての生産事業の委託を受

け設立された。現在、水俣病の補償'のみを担っている

チッソ株式会社は ]NCの子会社として存在している。

なお、 ]NCとは ]apanNew Chissoの絡である。

2. チッソの歴史

チッソの創業者、野口遵(したがう)は南九州におけ

る電力開発を自指し、 1906年に鹿児島県に曾木発電所

を建設し、附曾木電気を設立した。その余剰電力を活

用したいと考えていた曾木電気に対して、水俣市は積

極的に工場を誘致し、 1908年に水俣に工場を造りカー

バイド製造を開始した。当時の村氏の中には平和な村

が大騒ぎになってしまったと怒るものもいたが、多く

の村氏は人口が増加して町が潤ったと喜んでいた。そ

の後、(槻日本窒素肥料と社名を改称、し昭和初期に業績

を大きく伸ばしていった。 1932年にはのちに水俣病を

引き起こすこととなるアセトアルデヒドの製造を開始、

戦後に海外工場を失うも水俣工場の生産量は増加して

し¥った。

1950年代ごろから水俣病が社会的な問題になって

し1く。

1960年代の初期には労働争議が勃発し、労働組合

が2つに分かれた。一方は水俣病についてより積極的

に関与すること、そして賃上げを要求し、もう一方は

会社側に立った。この 2つの間に給料の差などは生じ

ておらず、有給に差があった程度で、ある。また、現在

は労働組合は lつだけである。

3. 現在の水俣工場と水俣

(1)雇用

]NC水俣工場は以下の2種類の採用枠を設けている。

-一般枠一全国に対して募集を行っており、定められ

た合格ラインを満たす人を採用する。

-現地採用..水俣市の高卒者のみを対象として募集し

ている。一般枠に比べて合格ラインはずっと低く、ょ

っぽど大きな問題がない限り採用する。

現地採用によって、 ]NCは水俣市に対して地域の震

用を潤すという役割を果たしている。

(2)水俣病に対する発言

水俣病が裁判で一応の解決を遂げるまで、は水俣病の

話題についてチッソとして発言することはタブーとさ

れてきた。しかし、現在はタブーではなくなっていて、

水俣病について発言することができるようになってい

る。だが、積極的に発言することはしていない。この

ことに関しては批判されることも多いが、見Ijに水俣病

を特別に意識してはおらず、逆に過度に発信しすぎる

ことで自己主張が強くなりすぎてしまうことを避けて

いる。また、水俣病の認定を受け'ている人と受けてい

ない人がいる中で患者に対し総罪することも複雑な問

題であり語、;罪には至っていなし¥。

(3)従業員に対する教育

従業員全員が水俣病に|認する教育を受け¥知識・情

報を持っているようなシステムになっている。例えば、

新入社員に対しては 2時間を費やして水俣病に関する

講義を行うことになっているし、水俣病関連の新間記

事がある場合は全従業員に対して配信される。また、

幹部の中の誰かが明水菌やほっとはうすなどの水俣病

関連の施設を訪れた際は、そこでのことを全幹部に伝

え、共有している。

(4)地域に対する貢献

地域行事への参加、施設の提供、地域の清掃・美化

活動などのボランティア活動を積極的に行っている。

しかしメディアはこういった ]NCのプラスの面を報道

せず、水俣病関連のマイナスの面しか報道しないため

企業のイメージがなかなか変わっていかないのが現状

であり不満を抱いている。

4.水俣のいま

現在は化学メーカーとして液品材料で、は世界シェア

の 50弘以上を占め、国内のほとんどの肥料を生産する

など業績を伸ばしている。しかし、液品材料などは他

の製品メーカーに提供される形なので直接企業名が世

間に触れることは少ない。環境保全に対する取り組み

も積極的であり、工場排水に対し厳しい基準を設けた

り、し尿処理を行ったりしている。現在は新規事業と
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してリチウムイオン亀池を掲げている。

また、現在の従業員の中には水俣病患者の手娠を持

っている人(すなわち国から水俣病患者として認定さ

れ て い る 人 )もいる。(まとめ:後 藤 )

4日自午前

5)熊本日日新開訪問(高峰武さん)

熊本自自新聞社の論説委員長鳴で、ある高111金武さんにお

会いする機会を頂き、地元の新開社から見た水俣病に

ついてお話を伺った。

また、新関社の内部も見学させて頂いたが、まずは

言苦してもらったことから、 JI慎にまとめていくことにす一

る。

1.熊本日日新関とは

熊本日日新開(以下熊日)は、昭和 17年に創刊さ

れた。昭和 16年には太平洋戦争が始まっているが、

戦時統制によって新聞は一県一種類と決められた。新

i琵はもともと政党の機関紙で、あったこともあり、情報

の統制のためで、あった。

もともと熊本県内にはいくつかの地方新聞社があっ

たが、統合され、熊日が誕生した。全国的にみても、

同じ時期に創刊された地方紙は多いそうである。現在

では、朝刊 34万部、夕刊 8万部を発行し、熊本県内

では 7割のシェアを持っている。これまでブ〕を入れて

扱ってきた話題では、「免田事件Jやり 11辺)11ダムJ、

「ノ¥ンセン病Jなどがある。免田事件とは、熊本県人

吉市で起きた殺人事件が菟罪となり、再審無罪が決定

した事件のこと。また、)11辺)11ダムとは、球磨川に建

設が予定されていたダムのことだが、近年になって建

設の中止が決まった。そして ハンセン病は、らい菌

による感染症のことだが、施設への強制隔離が問題と

なって、一連の政策は違憲であるとの判決が熊本地裁

で下された。

2.水俣病の報道

(1)初期の報道

初めて水俣病の記事がで、たのは、昭和 29年 8月 1

1ヨで、ある。ただ、見出しは「猫てんかんで全滅Jとあ

り、ねずみが激増して図るという内容だった。猫は魚

ばかり食べるので、人間よりも早く症状がでたようで

ある。

しかし、その紙面は社会面の中に埋もれていてさほ

ど重要性は感じさせず、当時はあまり意識がなされて

いなかったようである。ただ、水俣病の研究が進んだ、

現在から見れば、この記事の中には様々なヒントが隠

されているのがわかるという O

その後、昭和 31年 5月 1日に公式確認がなされる

までは、水俣病に関する記事はいっさい無い。高IIJ条さ

んは、一つのテーマを持続して報道することが大切だ、

と実感したそうだ。

(2)公式確認後の報道

さて、チッソ付属病院の細川一医師の報告により、

水俣病が公式確認されたO その後の研究により、チッ

ソの工場排水が原因だ、ということが次第に明らかにな

ってきた。だが、市民の反応は意外にも、チッソを擁

護するものだ、った。

昭和 34年 11月 8日の報道では 「水俣工場廃水停

止は図るj とあり、廃水の停止をすれば、工場も停止し

てしまい、水俣市民の多くが害を受けるとのことで、

市民団体が知事に陳情をしているのだ、った。

ただし、この陳情には漁民は参加していなし 1。少数

派である彼らは、もちろん廃水の停止を求めていたが、

その意見は反映されなかった。

多数派の人たちは、豊かで、強く、きれいな社会を

作ろうとしているが、一方で少数派は淘汰されていっ

てしまう。このことは、ハンセン病でも言えることで

ある。

さらには、現代にも続くゆがんだ構造にも当てはま

りそうだ。東京で、は電車がひっきりなしにくる一方で、

地方で、はパスが 1日数本しか走っていない場所もある。

東京の豊かさは我々には当たり前の様に感じているけ

れども、実は地方の貧しさが支えているのである。

(3)原因の究明

昭和 38年2月 17日の記事では、熊本大学研究班が、

水俣工場で、の製造中に有機水銀が生成されることを突

き止めたとある。だが、一方で、行政の反応は鈍かった。

もともとあまり水俣病に対してやる気が無かったよう
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だ。

しかし、実は昭和 34年 10月 6日の時点で、ネコ実

験を行っていた締)11医師は、「ネコ 400号Jと呼ばれ

るネコが、工場の排水でブk俣病を発症し、因果関係を

究明していた。けれども、チッソ内部の隠蔽によって、

この事実はi患されていた。昭和 40年、水俣病一次訴

訟にて細川医師が不コ 400号の証言をして患者側勝訴

の決め手となるまで、秘密にされていた。

(4) ニセ患者発言

昭和 50年 8月 8日の記事によれば、補償金が目当

てのニセ患者が増えているとある。これは、チッソを

擁護する市民が、補償金を手に入れたJ壱、者への妬みか

ら始まったようだが、来Iy関記事によれば、県議会議員

が環境庁にニセ患者発言をしたとある。これが後に訴

訟問題に発展した。患者達が熊本県を訴えたのだ。

背景を説明すると、県i隊員の発言は無かったことに

してくれ、と県の人が熊日に頼んできたらしいのだが、

それを押し切って新開記事にした。すると、県は、熊

自の報道は誤報であると主張し 訴訟問題に発展した

そうだ。

というわけで、この訴訟にあたって、熊日は新聞社と

しては珍しく、補助参加することになった。報道の真実

を立証するためで、あったが、地元紙の役割として、水俣

病解決に貢献するとし 1う立場をとったからで、あった。

(5)行政の対応

平成元年になって、 WHOの関連機関である IPCS

(国際化学物質安全性計菌)の提案によって、有機水

銀の国際基準を厳しくする宣言jきがおきた。それに対し

て環境庁は、反論するための委員会を設置した。なぜ

なら、基準が厳しくなってしまうと、補償金の対応や

埋め立て地の対応が増えてしまい、行政への負担が増

えると考えたためである。本来環境を守るための環境

庁なのに、なぜ環境を守ろうとしないのか、という疑

問があるが、それについて訪ねた記者が軟禁されると

いうこともあったらしい。

(6)認定基準について

水俣病から得られる教訓のーっとして、どこに基準

をおくのか、としづ問題が挙げられる。

そもそも、水俣病は普通の病気とは異なり、認定が

必要だ、った。冒とチッソが連携して、呂の前の紛争を

解決させようとしたからである。

しかも、水銀の人体への影響が十分になされていな

い状態で、の基準で、あって、さらにはその認定基準がず

っと変わらなかったことに問題がある。多くの人がそ

の認定基準を受け入れたなかで、大阪の団体が政府解

決を拒否し、関西訴訟が行われた。これは最高裁まで

し¥って、結局男IJの認定基準が作られる結果となった。

これまでの特措法は、水俣病の認定基準は変えない

が、救済はするというものだ、った。特措法下では、患

者ではなく被害者と呼ばれる。

そう考えると、関西訴訟の判決は画期的なものだ、っ

た。とにかく、水俣病発生初期にしっかりとした調査

や対策をとらなかったことが現在まで大きな問題にな

っているといえる。

(7) チッソ分社化

いまでは道路や鉄道が整備され、水俣への交通の便

も良くなったが、音は三太郎IlJ告などの山越えをしなけ

ればならず、辺境だ、った。集落によっては船で、移動し

たほうがよい場所もある。

しかし、チッソは高度経済成長を担ってきただけ持あ

り、中央とのつながりは強い。東大応用化学科主席は

決まってチッソに就職したらしい。

このように、チッソは僻J也にありながらも、東京と

は強力につながっていた。

チッソ県債といった救済措置も、チッソを守るため

である。 I~は、責任は認めたくなかったが、チッソは

守りたかった。そのため、補{賞金が支払い能力を越え

てしまったのを助けるために、県僕発行に乗り出した。

チッソは、もう患者の補償'はやめて、普通の会社にな

りたいというのが悲願だった。補償金を支払い続けて

いる限り、様々な制約がつきまとう。たとえば、業務

提携をする際は会社の資産を明らかにするのが必要に

なるが、補償金をどれだけ払うか分からないので、つ

まり資産が分からないことになる。そのため、提携や

合併ができない。こうした問題を抱え、チッソはいち

早く水俣病から外れたいと思っていた。

そこでできたのが、分社化の特措法で、あった。もち

ろん文句をいう人もいるだろうが“しかけ"をたくさ

ん作って、分社化を成し遂げてしまったのだ、った。

(8)地方と中央の新関社の違い

水俣病を報道するということは、つまり水俣病のこ

とをどう捉えるかということでもある。この点におい

て、地方と中央での見解の違いが伺える。例えば、チ

ッソを業務上過失致死で訴えようという動きが始まっ

た。つまり、刑事事件にしようとしたのだ。しかし、

患者が死亡した日から計算すると、時効がきていた。

しかし、胎児が最後に死亡した日から計算すると、ま

だ時効がきていないことがわかった。

だが、ここで、胎児は人なのかとしづ問題に突き当

たった。結果的に胎児の死が認められて起訴で、きた。
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これについて、全国紙は画期的な起訴として記事に取

り上げた。一方で、熊Bは遅すぎた起訴として、いま

まで起訴しなかったことを問題視した。これは一例で

あるが、熊日は、現場に近いことを活かして、地元の

iヨ線で書いていることがわかった。

また、全国紙の新開社は転勤があるのに対して、地

方紙の場合は、一つの物事を長期的に取材し続けるこ

とができるというメリットもある。

(9)風評被害

水俣病が伝染病だと勘違いされたことにより、水俣

周辺で、の海産物が売れなくなるといった問題がおきた

ことについて、マスコミはどのような影響を与えたの

だろうか。

記事においては、「中毒ではなしリと報道したものの、

「伝染病ではなしリとは書かなかった。雑かに間違っ

てはいないが、誤解を誘ったともいえる。このように、

書き方の問題で受け手の印象が大きく変わることもあ

る。しかし、水俣病発見当初は、新開をそこまで読ん

でいる人が多くなかったので、新l習がどれだけ影響を

与えたのかについては、実際よくわからない。当時は

口コミというか口伝えで、の11尊話が多かっただろうから、

どんどんと誇張されて広まっていったことも想像でき

る。

(10)患者への差別

部落問題などで、「寝た子は起こすなJとしづ論があ

るが、つまり知らない人には最初から教えなければよ

いという考え方である。一見善に見えるが、知らなけ

ればよいという問題で、はない。水俣病の場合で、も、差

別は過去のものとして忘れてしまってはならない。

さらには、かつて患者を差別した人で、も、年をとる

にすれて手足のしびれなどの症状がでている人もいる。

つまり、差別していた人も実は被害者だ、ったのだ。

(11)熊日と水俣病

新開とは、締切までの真実を述べたものであり、そ

れが本当の真実とどれだけ近いのかはわからない。水

俣病はいままで何度も終わったことにされてきたが、

問題の全貌が明らかになっていなかっただけに、見ょ

うとしなくなった途端に見えなくなってしまうような

問題だ、った。

権かに、県民の関心が特別高い内容である訳ではな

い。しかし、一つの物事について、持続して報道し、

検証して真実に近づけていくことが大切なことである。

(まとめ:平田)

4 実習を終えて

4. 1 実習後のゼ、ミ

第6"-'8回:水俣実習のまとめ (9月 10日〉

(10月 15日) (11月 12日〉

実習で得られた成果は 3回のゼミの時間を使ってま

とめていった。フィーノレドワークは記』憶が薄れないう

ちにまとめることが肝要だが、なかなか作業は進まな

かった。また、聞き取った内容を検討することも十分

にできなかった。この部分については今後の課題とし

て残った。

第9回:経験の共有一ゼミナーノレオープン

(1 ~ 14詩〉

実習の体験を報告する場として、今年度はゼミナー

ノレオーフ。ンの機会を利用した。これは、 SSH (スー

ノミーサイエンスハイスクーノレ)事業の一環として位置

づけられているものである。ゼミナールを中学3年と

高校 1年生に公開し、将来の展望をもたせようという

ものである。昨年のゼミナールオープンでは、受講生

が次の段階で取り組む卒業研究の構想発表を行ったが、

準備が不十分でかなり内容的に不満足なものとなって

しまった。そこで、今年度は夏の実習報告を行うこと

とした。最大で 50名以上の中 3・高 1が報告を開いて

くれた。訪問先一件あたり 10分程度でコンパクトに発

表した。自らが得た経験を発信することで、さらに内

容が充実することが期待できる。それらをふまえて今

年も報告書づくりに取り組んでいる。

第 10回:卒業研究構想発表

( 1月 28日〉

高 3で取り組む卒業研究の個人テーマについて報

告する予定。

ちなみに昨年度の受講生は、高校 3年となり、卒業

研究に取り組んだ。そのテーマをいくつか列記してみ
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ると、水俣病事件の解決/カナダオt銀事件について/

「客観報道j について/ボ、ノぐールと水俣/環境都市水

俣を考える/日本の電力事情/科学哲学/水俣病特別

措置法と基本合意について/r水俣j からメディアを

考える/チッソ水俣病関西訴訟について等々である。

提出された研究論文を読むと、生徒の問題関心が広が

ると同時に深まっていることがわかった。

5 まとめと今後の嬢望

今回の参加生徒の感想、を以下に示す。

「私が実際に水俣の地を踏むまで、は水俣という地に

ついて、魅魅魁極がうごめくような、どこか異様な空

気の支配する場所というイメージを持っていた。しか

し、釈から降り立ってみれば何のことはない、どこに

でもありそうな田舎であった。そこからはマイナスの

要素はまるで見当たらない。おいしい空気が流れ、普

通に人が歩き、普通に自動車が通り、普通に路面電車

が走る。水俣病など存在しなかったかのように時が流

れていた。水俣病事伺二について何も知らない人が来て

も、何も知らないまま終わりそうな、「普通Jという言

葉がしっくりくるような留了だ、った。 しかし、一見何の

変哲もない現在の水俣でも、歩き回り呂を凝らせばや

はり事件の爪痕が見えてくる。親水護岸はまさにその

一つだ。海沿いの波打つような曲線美は、巨大なドラ

ム缶が埋まっていることをうかがわせる。そのドラム

缶には汚染された魚がミンチにされ詰め込まれている。

犠牲者となった彼らの自の前を、美しさを取り戻した

透明な海が波打つO

水俣市が高らかに謡う「環境都市Jもそれに当ては

まる。実際に水俣で、会ったある方は、「住民はついてい

けない。行政は上ばかり見ている。もっと下も見てほ

ししリと語った。金のとれる「環境Jとしづ言葉を連

呼する市と水俣民の差は、今も埋まっていない。

私が水俣を訪れる前の水俣病に関する知識は、教科

書というフィルターにより癒過された、路史をさらに

略したようなものだけで、あった。しかし、水俣の空気

を吸い、水俣の地を歩き、水俣の人と出会う中で、今

まで知ることのできなかった 知らなくてはならない

ことに触れることができた。敗戦後、 E本が復活しよ

うとする中でフj丈俣は犠牲となり東京は豊かになった。

そして今も苦しんでいる人がたくさんいるということ

を肌で実感した。

j臨魅}盟魁は地面の下に埋められた。しかしまだうご

めいている。埋められなくてはならないものはいまだ

埋められていなし ¥0 水俣病事件は終わってはいないの

だ。それを私はこのフィールドワークで痛感した。解

決するときは一生来ないのかもしれない。だがそれで

もあらゆる苦しみを抱えながら活動する方は大勢いる。

大切なことは、この事件を注視していくことだと私は

思った。J

第 2次の SSI-Iで 5年間にわたって、「科学者の社会

的責任を考えるj授業づくりを巴ざしてきた。とくに

ここ 4年間は、教室で、の授業につながるフィールドワ

ークを広島・水俣で、実施し、その効果をたしかめるこ

とができた。講義式の一斉授業をはるかに上回る成果

をフィーノレドワークはあげているといえる。

直接担当した 2年間の水俣実習をふりかえって、具

体的な課題をあげてみると、

-実習が夏であるため、事前学習のi時間が短く問題意

識を高めないまま訪問先を設定している場合がある 0

・事後のまとめに時間をとられノている。聞き取った内

容の相互検討が充分に行われていなし¥。

-実習をふまえた事後のゼミ学習が深まっていないな

どである。

一方、昨年 3月 11日の東日本大震災によってこれま

で以上に科学的リテラシー育成の重要性を認識するこ

とができた。広島や水俣で、得られた知見が今回の震災

を考える上で非常に有効であることが確認できた。

理数系科邑中心の SSI-I事業ではあるが、社会科学

分野に関心を持つ生徒にまで範囲を拡大することによ

って、生徒の科学的リテラシ一能力を大いに高めるこ

とができた。

来年度以降、機会がえられたならば、反省をふまえ

た新たな授業の展開を考えていきたい。
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